
本プロジェクトは、能登町で暮らす⼈々とともに、地域の過去・現在・未来について語り合い、⽇常の中にある魅⼒や価値を再発⾒することを⽬
的とした取り組みです。
⼤学⽣という外部の⽴場から地域に関わり、展⽰やワークショップ、ヒアリングを通して、世代や⽴場を越えた対話と共有の場を創出しました。

能登町の魅⼒再発⾒プロジェクト
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【プロジェクトの概要】

【プロジェクトの背景】
2024年1⽉に発⽣した能登半島地震以降、能登町では復興に向けた多
くの話し合いや活動が⾏われてきました。⼀⽅で、「これからどのよ
うに暮らしていくのか」「このまちを将来どう残していきたいのか」
といった、暮らしや価値観に関わる問いは、⼗分に共有されていな
いという課題がありました。
特に、復興の議論では⾏政や⼀部の住⺠の声が中⼼となり、⼦育て世
代や中⾼⽣など、将来を担う⽴場の声が表に出にくい現状が⾒られま
した。こうした背景から、世代や⽴場を越えて気軽に語り合える場の
必要性を強く感じ、本プロジェクトを⽴ち上げました。

多様な地域住⺠が、能登町の過去・現在・未来について共に語り合い、
体験し、共有する機会をつくることで、能登町という地域の「暮らし
の魅⼒」「⽂化的資源」「⼈のつながり」を再発⾒し、持続的に「住
みたい」「関わりたい」と思えるまちにする。

【活動内容】

8/28 のと未来創造学⽣プロジェクト
採択

企画ブラッシュアップ

10/25 ①お⺟さんワークショップ実施

10/29 ②⾼校⽣ヒアリング実施

11/13 ③松波中学⽣ヒアリング実施

11/25 ④展⽰開始

11/14 ③柳⽥中学⽣ヒアリング実施

11/26 ③能都中学⽣ヒアリング実施

12/13 ④展⽰終了

①お⺟さんワークショップ

能登町で暮らす
お⺟さんを対象
に、⽇々の暮ら
しや⼦育ての中
で感じている思
いや意⾒を共有
する場を実施し
ました。

能登町の3校の中
学⽣を対象に、能
登町の好きなとこ
ろや不満、将来の
暮らしや進路につ
いてヒアリングを
実施し、若い世代
のリアルな声を聞
き取りました。

③中学⽣ヒアリング

②⾼校⽣ヒアリング

能登⾼校の⽣徒を
対象に、卒業後の
能登町との関わり
や⽣活に対する不
安・不便さについ
てリアルな声を聞
き取りました。

④展⽰「⼤学⽣から⾒た能登町展」
能登町を訪れた⼤学⽣が感じた魅⼒や気づきを、写真と⾔葉で展⽰。
来場者がタイトルや感想を書き込む参加型展⽰を⾏い、⼤学⽣と地
域住⺠が互いの視点を共有する場を創出しました。

【まとめ】

【能登町ってどこ？】

⼈⼝約1.3万⼈

5 エリア

本プロジェクトを通して、能登町には世代や⽴場を越えて「この町が好き」「関わり続けたい」という思いが共有されてい
ることを実感しました。展⽰やヒアリング、対話の場を通じて、⽇常の中にある当たり前の暮らしや⼈とのつながりこそが、
能登町の⼤きな魅⼒であると再認識しました。
復興はインフラや建物の再建だけでなく、⼈の声や記憶、思いを丁寧にすくい上げていく過程でもあると感じています。
本プロジェクトで得た学びを⼤切にしながら、今後も能登のために⾃分たちに何ができるのかを考え、関わり続けていきた
いと考えています。
本活動にご協⼒いただいた地域の皆様、関係団体の皆様に⼼より感謝申し上げます。

全7⼤学28名の学⽣が協⼒

【プロジェクトの⽬的】

【スケジュール】


